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はじめてお使いになるときは 


まず、付属の乾電池を入れてからお使い < ださい。 


電池を入れる 


1 本体裏面の電池ぶたスイッチを 
"解除(交換時）"側にします。 

P 電池ぶたを矢印の方向に水平に 
引いてがします。 

9向きを間違えないように乾電池 
を入れます。 

• IJ ボンの上から電池を入れます。 
IJ ボンの先端び電池の下に隠れな 
いよラにして < ださい。 

4電池ぶたをもとどおり水平に差 
し込んで取り付けます。 

電池ぶたスイッチを"□ック（使 
^用時）"側にします。 




【手書きパッドの調劃 


手書きパッドに表示される十字の交点を付属のペンで 
正確に押さえてください 


十字は徊表示されまず 


をし電源び入らないとさは次の操作をしてください。 


7: 


電池ぶたスイッチび"□ック"側になっていることを確認し 
て、をう一度 fXTWl を押してください。 

それでち電源び入らないとさは、手順1〜6のち法で電池 
を入れ直してみて < ださい。 

ッチペンを取り出して、手書きパッドに表示される 
マークの交点を正確に4力所タツチします。 


タツチペン 



本体裏面 


• 4力所にタッチすると表示濃度の調整画面になります。 

gCSa け印、 CMS ( 日? } を押してメイン表示の表 
示濃度を見やすい濃さに調整します。 


g 手書きパッドの I ぶく卜 I 濃く I にタッチして、手書き 


パッドの表示濃度を見やすい濃さに調整します。 


6本体を開き、に^を押して電源を入れます。 

"Welcome to Papyrus World " と表示した後、手書きパッ 
ドの調整画面び表示されます。 


調整び終わつた5 厂隙^/決定 ] を押します。 

W キータッチ音の設定確認画面び表示されます。 

11 旺)または画を押して、鳴5す/鳴5さないを選びます。 

かな入力ち法の設定確認画面び表示されます。 

□ーマ字入力に設定する場合は四キーを押し、50音 
入力に設定する場合は画を押します。 

使用する電池の設定画面び表示されます。 

ブタ®、 ® で使用する電池 （ r アルカリ乾電池」）を選ん 
でし検索/決定階押します。 


手書さパッドでで字を手書さ入力する 


手書さパッドの各部の働き 


各コンテンツの入力画面などで入力欄にカーソルびあると、手書 
さパッドび手書さ入力状態になります。 

[1 枠入カパッド】候補表示エリア 


認識方法表示 
入力文字種表示 


『スぺース I ボタンー 



十 


手書をエリア(枠） 

【2枠入カノくツド】入力文字表示エリア I 


十 


候補表示エリア ー！ 
認識方法表示- 
入力文字種表示 { I 


陶 


K - 


- |赢1融 ボタン 

- |粋数切智 I ボタン 
一 |1自動/手動1| ボタン 
1 冨き直し|| ボタン 
- |候補拡大|| ボタン 

一 胃ボタン 
一® i ボタン 


『スぺースボタン- 


戸書きエリア(枠） 


時数切智 1 ボタン 
||自動/手誦 ボタン 
I 置き直しリ ボタン 
ボタン 


1枠入カパッドで手書き入力をする 
【例】和英 S 辛巧で「持つ」を入れます。 

1 1英和/和英1 を巧します。 

ジーニアス英和&和英辞典の入力/選択画面になります。 

手書さパッドは英字び入力でさるようになります。 

• 2枠入カパッドび表示されたとさは、 I 粋数切替| |にタッチして 
切り替えてください。 



□ ジーニアス英和も串日英巧巧 

■スペル？し 
曰搞乱 


] 



2 fY ] を押して日本語入力欄へ力ーソルを移します。 

手書さパッドは漢字-仮名び入力でさるようになります。 





m 



スペル？ [ 】 

• 關吾し 】 ■ 


3 


手書きェリアにタツチペンで r 持」と書きます。 


i=Ea 

闇 

持 

小 

掛寺特を椅拐掛旨 

門 

I 


候補表示エ IJ アの左端の文字び入力欄にち 
入って、辞書の検索び行われます。 

•手動認識の場合、 |ぞ，識 n で認識させます。 


見化語•ち昔•派生 



4入力欄に目的とは違ラ文字び入ったときは、<戻補表示 
エリアの目的の文字にタッチペンでタッチ（選択）しま 
す。 

入力欄の文字び選択した文字に入れ替わります。 



□あ]ま/貝■化語•宿合•廉生 

■ 日本語照 

巧 3 も ifea 

もち【持ち】 

なちちがぶし、 


ちちこたえる【持ち こた走る】 

もちつちたれつ 【持ちつ持たれつ】 

面もちつもたれつの 【持ちつ持たれつの】 
ちちはこむ 【持ち運び】 

固もちはこむのできる 【持ち運びのできる】 


候補にないときは、 層き置口 I にタッチするか I 後退 1 を押し 
て消し、をう一度手書さしてください。 



同様にして「つ」を書き、入力欄に入れます。 



•新たに書さ始めると、前の文字び確 
定され、候補び消えます。 


•日搞 

| k も，也 


踊.をを.派を 


謡[於 


g [ 検索/ミ夫定1 を巧します。 

W 詳細画面び表示されます。 


2枠入カパッドで手書き入力をする 

【例】スーパー大砕林で「案山子」（かかし)を入れます。 


4目的と違う文字び入ったときは、タッチペンで目的と 
違う文字にタッチして、 f 戻補表示エリアに表示される 
候補の中か5目的の文字にタッチ耀択)します。 



• 入力文字表示ェ U アの文字び選択 
した文字に入れ替わります。 


5手順3〜4と同様の操作で「山」「子」を入れます。 


案山子 

画 


圍 I 



^最大6文字入ります。 

• 長い言葉は目文字ごとに M にタツ 
チして入力欄に移します。 


1 み S 辛林 1 を巧します。 

2 I 昭致切團 I にタッチし、2枠入カパッドに切り替えます。 


画 


□スーパ—ス辞林 3. 0 1 




■ 日本語し 

園 I 



逆引き [ 


】■ 


3 


左ちどち5かの枠内にタッチペンで「案」と書きます。 



自動認識では手書さパッドからペンを離 
して]〜2秒で文字び認識され、候補の 
文字び入力文字表示エ U アに入ります。 
手動認識では I 圓 I にタッチして認識さ 
せます。 

なお、2文字！;^上入れるとさは、別の枠 
に書さ始めると、先に書いた文字の認識 
び開始されます。 


6文字を入れ終わった5、 
k 胃にタッチしてコンテ 
ンツの入力欄に移しま 
す。 


□ スーパー大辞林3.日/を化活.ぶ巧V 

■ 日本語陰山子_ 


そおど【镇山子〉】 



辞書などの検索び行われま 
す。 


7田、 m で候補を選び I 検索/決定 I を巧します。 

詳細画面び表示されます。 






























































































































































































































































































































































メインメニュー画面でコンテンツ等を選ぶ 


氏ニュー 1 を押して < ださい。 

メインメニュー画面（コンテンツ等選択画面）び表示されます。 


分類メニュ- 

[ B や13で選ぶ 


個別メニュ- 

r のや[ので選んで [ 検索/ミ夫定] 
または圧!〜度!で選ぶ 


メインメニューの動作 

メインメニュー画面では、画面の上側に2巧の分類番号 ( 恒固〜 
口司の数字)びついた分類メニュ~び表示されます。 

分類メニューによってはル分類に分けられている場合びあり、そ 
の場合は分類名の上に し n、m で示されます。 


お国語を 


||巧語 f 度 a ||お力 f ちを||ピリ’ネスト n 国IIミ苗IIわ-ド ||a 利I 

llil る Iliftll 宜 fel 圆口腺卜 


回類語 f 辭典 
回づ》全訳古語辞典 
团パ— ソナルカタカナ語辞典 
回漢字源 

回故事ことわざ没四ず享福吾 
回例解惜ぷ句辞典 
回言葉の作法辞典 



[◄][►] キーで夕舞、 [▲][▼] キーでコンテンツを遺んで【巧巧/巧ま]キ—を巧 L ま寸 


メインメ ニユー 画面 

(コンテンツ等選択画面） 


メニューの選び方 


1 尽ニュ~1 を押します。 

2田、面で分類およびル分類 （ I 〜 no を選びます。 
または、分類番号 （00 〜 09) を数字キ ー( 回〜圓）で 
入力し、ル分類（ I 〜 no びあるときはの、扭で選び 
ます。 

個別メニューに、選んだ分類に含まれるコンテンツなどび表 
示されます。 

マ ®、 度]で個別メニューの使いたいコンテンツを選び 
I 検索/決定1 を押します。 

または、数字キー（田〜固）で使いたいコンテンツを 
選びます。 

選んだ辞書などの画面び表示されます。 


り <ニュ ー1 を押してメインメニュー画面にしたとさは、分類メ 
ニューの先頭の「国語系 I 」び選ばれ、分類名タブび大さく表示さ 
れています。 

® や®を押すと分類およびノ」\分類び切り替わっていさ、下側 
の個別メニューに収録されているコンテンツび表示されます。 





■括検索機能 


複数の辞書を対象にして言葉を調べることびでさます。 

「日本語」または「スペル」、「中国副、「ピンイン」、「韓国罰を対 
応する入力欄に入れ、対象となる辞書から見出し語を探します。 

文字を入力していくと候補び絞り込まれます（絞り込み検索）。 
必要な文字をすべていれてを候補び多いとさは、入力した文字と 
一致する語だけを検索する"完全一致検索"に切り替えて見るこ 
とびでさます（ピンインでの検索を除く）。 


3完全一致検索で見るとき 
は fflID を押します。 

入力したスペルと一致する 
スペルの見出し語び U スト 
表示されます。 


□ 一括が巧 /^ 絞り记みなを \/ 致巧を \ 

: 切替]キーで続けてスペルを入力できます 

【 advantage 】 

田英英 : a か antage ow 
2 芙和 ：* advantage 

国荒吾頸語 : advantage(take advantage of) 防 J 用ずる】 
3 カタが英を ]: アドヴァンティデ 【 a(Mn は ge 】 

哥レタ ー :aclvan ね ge 【有利 ( な)】 

目レター : a か an はが防 J 点】 

3 とクがひにと : advan は ge 


id-van-tage (Hr / 别 Va:nti お； NAmb -V ぁ n-/ 
noun, verb 
■ noun に， U] 

1 〜 (over sb) a thing that h ホ s you to be better or more 
successful than other people 


入力した文字を変更するとさは r 切替 1 を押して絞り込み検索の画 
面に戻って行います。 


•日本語の漢字および中国語（漢字：簡体字）、韓国語（八ングル) 
は手書さでのみ入力でさます。 

【例】 「 advantage 」 を一括検索してみましよう。 


1 [~括検索1 を巧します。 

一括検索の入力画面になり 
ます。 


2® を押し、スペル入力 
欄に radvanta 呂 e 」 を入 
れます。 

I 字入れるごとに候補の語 
び絞り込まれていさます。 


■ 日本語し 

】■ 

スペル？ 【 

] 

中国語【 

むイン？ 【 

] 

] 

韓国語【 

] 

♦ 化の巧目ミ遇択するときは [▼] キーを巧します 


—で入力 L たスペルと间I 

Iスペル？ [advantage— 


寺を一巧巧巧 \ 

巧じま菜を巧示します 


芙あ advantaged 

英英 ; advantageous 
ち芙 : advantageously 
縣口： ^advantage 
英串口： [advantage]advantaged 
芙か : "advantageous 


ad-van.tage h 

noun, verb 
■ noun [C, U] 

1 〜 (over sb) a thing that I 
successful than other people 


helps you to be better or 


4 ®、 m で目的の語を選び f 検索/決定1 を巧します。 

詳細画面になり、意昧などび表示されます。 

•0 る 1を押すと前の画面に戻ります。 



用語を調べるとさ、多くの言葉び U スト表示されて目的の言葉び 
どれか迷ラことびあります。このよラなとさに説明などの一部を 
見る機能です。 

候補の語び表示されている 
とさ 能 ir プレビュ ー] と押 
すたびにプレビュー表示び、 

下表示^ち表示^切(なし） 

に切り替わります。 

(この画面例ではプレビュー 
表示を「切」にしています。） 


英を : advantaged 
芙を advantageous 


ち英 -ac 

英英 : advantageously 
蔚口： ^advantage 
英串口： [advantage]advantaged 
英お ： ■"advantageous 
英ホロ： advantageously 

英語類語 : advantage(take advantage of) 【利用ずる】 
がが英和 ! ：アドヴァンティデ 【 adv る ntage 】 

カタが英お：アドヴァンテイデヤス【る dv 加ほ geous 】 

—:a か antage f 有利（な）】 

- : advantage 【利点】 


V 



マークが表示されたとさは 


詳細画面などに CW \ 、 <MI 、 < N 0 TEl 、 <~1~|のマークび表 
示されたとさ、表示されている内容に関連する例文や解説、コラ 
ム、図、表び収録されています。 

このとさ手書さパッド'上の I 例/解説図•表 NOTE に タッチすると、 
表示されている最初のマークび選ばれ、白黒反転表示になります。 
01、 W 、 [£、〇で反転表示を調べたいマークに移して 
I 検索/決定 I を押すと、収録されている内容び表示されます。 

終了するときはを2回押します。 

<30マークび表示されたとさ表示している例文などの音声を再 
生することびでさます。 

このとさ应 g を押すと表示されている最初のマークび選ばれ、 
白黒反転表示になります。 

[^、 ®、®、 SI で反転表示を調べたいマークに移して 
〔検索/ミ夫定 〕を押すと、収録されている音声び再生されます。 


【例】「英会話とっさのひとこと S 辛巧」で音芦を再生してみ 
ましよつ。 


i 1メニュ ー1 を W してで 
「英語系 I 」を選び、® 
で「英会話とっさのひとこ 
と舌辛巧」を選びます。 
その後 I 検索/決定 I を巧 
していって、詳細画面を 
表示させます。 


□英会話とゥさのひとこと巧典 ■ 

【起きてから出かけるまで】 
f おはよろ 。 jiCID 
•Good morning ぐづり I 
I>Good morning. John. ( ジョン、おはよう） 
►Good morning, mom. ( おはよう、お島さん） 
旧覚まし时計は鳴った ? 

•Did the alarm clock go off?<r 亦 1 
が ( 目覚まし時計が ) 鳴る」は呂 0 0 け。 

•Did the alarm clock buzz? 

•OkJ the alarm clock ring? 
f 起き却寺間よ ! に亟 ] 


•It’s time to 

>Ifs time to get up? 胞きる時間よ!） 

►I don’t wanna get up . (起きた く ないよ） 


■It's time tc 
•it’s time tc 


ほ get up. (: 
ほ ke up ， 
et out of 


2 兩罰を巧すとマークび反 
転表示 ( ^ gfi ) になり、 
その後 1検索/ミ夫定 I を押 
すたびに音芦び再生され 
ます。 


[ 切替 ] キーで巧巧切替、 [ 巧索 / 巧ち ] キ-でをを 


庶お】； 

【起きてから出かけるまで】 

巧はよう。 J の 
•Good morning ぐ 口り I 
>Good morning, John. ( ジョン、おはよう） 
►Good morning, mom. ( おはよう、お母さん） 
巧覚まし时計は鳴った ? jca 
•Did the alarm clock go off?< ■ 亦 1 
… 一 ^ I-’ • 時計 W 鳴る」は呂 0 off 。 
clock buzz? 
clock ring? 


get up? ( 起きる時間よ!） 



情き巧生巧能》 

1. [►][▼] キーで、巧生したいこ20ボタンを選んで、[巧索/み定]キーを巧します 

2. ■カーソルを堯をさせたいまを話に巧かして、[巧を/みを]キーを巧します 


ぐ巧 Tl び複数あるとさは I Tl 、 などで反転を目的のマー 
クへ移して [ 検索/決定I を押します。 

なお、英単語を反転させて [ 検索/ミ夫定I を押た場合、英和辞典 
を検索して、英和辞典の音声を再生することびでさます。 
♦音声再生を途中で止めるとさは IW ] を押します。音声再 
生終了後 fM 玄1を押すと <30の反転び解除されます。 
♦ 【音量小 1 【音量大 1 で、最初は音量をルさめにしてお試しい 
たださなびら、適正な音量に調整して<ださい。 


音声再生速度の切り替え 


音声を再生した後などには、手書さパッドに次の音声再生 
速度設定ボタンび表示され、各ボタンにタッチすれば音声 
再生速度を切り替えることびでさます。 

I 速く I 



〔 遅く I 

(初期状態では「標準」になっています。） 


詳細画面に表示される任意の語の意味や訳語をコンテン 
ツ間を飛び越えて調べることびできます。 

【例】ジーニアス和英 S 辛巧の画面か5ジャンプしてみま 
しぶつ。 


□ 巧ミ ylMI •ちを•派生\ , 

あ口さつ【摸搂】 


3 r ~ s ジャンプ1 を巧します。 

■カーソル(文字の反転表示） 
び表示されます。 


诉先頭で[橡弓 

wr 


ミ巧/巧ま]キーを巧します 


团いさつ I 

greeting _ 

◎⑩あいさつ(の言票•しぐさ）；恐[通倾 j 〜 S] (クリスマス•設 
ち日などの)あいさつ 

◎《正ぶ))(口頭•重面での公な的な)あいさつ(の言葉)び ormal 

compliment 

《正す)〉[〜 s] 脯候の)あいさつ < 

hello 

◎ の hello というあいさつ，呼びかけ 


《S ジャンブ» 

!•[►][▼] キーか [S ジャンブ]キーで、■力ーソルをきお/ジャンブしたい活の 
を預まで移お L て、[巧索/巧ま]キーを巧します 
2•語尾を指定するち合は、 [►] キーで語尾まで巧苗)して、[巧を/ホ定]キーを 
巧します 




I メニュー I を巧し、ので r 英語系 I 」を選び、 r ジーニ 
アス英和&和英 S 辛巧」び選ばれていることを確認して 
索/ミ夫定1 を ffl しまず。 

英和&和英辞典の入力/選択画面び表示されます。 

2 皮]で日本語入力欄を選 
び r あいさつ」と入れて 

[ 検索/決定 ] を押します 0 (0«1^)) (□頭.書面での公すのな)か、さつ(の言案 ) (formal ^ 

和英辞典の「あいさつ」の画 h 霜すぶぃさっ 

っ=.、。二)一 —■- ◎旧 I hello というあいさス巧びかけ 

面か表のしれまず。 か、さっ ㈱ じぎゃキがかかの言案など》 


選ばれ反転表示になります。 IS ジャンプ1 を押すごとに、 

字やかなを飛ばして英単語などを選ぶことびでさます。 

•漢字やひ5びな、カタカナの語は、節囲指定することで選び 
ます。 

例えば信葉」を節囲指定する場合 

先頭文字信」に力ーソル" ■" を移して [ 検索/決定I を押し、続い 
て [ B で最後尾の文字「葉」までカーソル" ■" を移動させます(:] 
字の指定では、後ろの指定は不要です）。 


5 


厂検索/決定 1 を巧します。 

ジャンプウインドウに候補び lil 
表 TJX されます。 

♦ g ) び示す語や、 ] 語だけ一致 
するとさは、ウインドウに詳 
細画面び表示されます。 


□ 巧交/貝■化語•をを•がを Y 

あいさつ【挨朔 


W-— いさつ(の關•しく''さ）； ◎ [通例〜 S] (クリスマス‘謎 
.曰などの)あいさつ CSJ 


1S ジャン‘ 

因が辛林: 


_ホ:けとば【言累】 

图大巧林:ことば【言票•詞I巧】 

固類語新辞巧:ことば【言葉】《言累》 

团苗吾:けとば【言票】 
n 一—ことば【言葉.詞】 

_ .— 、:ことば【言尋 
团レター:ことば【言葉】 

固ち舌が:言票[しつけは言票だけでなく動作をつけると苗えさ… 
图ま活が:言葉[セキセイインコに言葉を教えるコツ] 

回をまが:言葉[覚えておくと便利な言累とは?] 


6 表示させたい候補を選び I 検索/巧定 I を巧します。 

ジャンプウィンドウに詳細画面び表示されます。 


71 検索/決定 I を巧してジャンプします。 

選択した語の詳細画面び表示されます。 

•( 戻る j を押すと前の画面に戻ります。 


4田、国、田、面で反転表示（力ーソル)を移して調 
ベたい語を選びます。 

• 英単語やジャンプマーク（度)）び示す語は、その語全体び 
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